
事案の
フィルタリング

事実整理 関連法令等
の提示

不適切な表現
の指摘等

自動記録・要
約

翻訳等 画像診断 和解合意書
自動作成等

有用性
必要性

・取り扱う分野、業
務等と異なる利用申
込みを回避すること
による利用者、相談
機関及びＡＤＲ機関
の負担軽減

・多種多様な働き方の
利用者のニーズに応え
る
・夜間・休日対応によ
る調停人の負担軽減

・関連法令、裁判例
等の検索による調停
人の負担軽減

・チャットでのや
り取りで不適切な
表現を用いること
による解決遅延等
の回避

・調停期日の結
果の記録による
調停人の負担軽
減

・外国人や障
害者の利用を
容易にする

・調停人の事
実認定・判断
の負担軽減

・和解合意書
作成の際の調
停人の負担軽
減

機能等
（※２）

・トラブルを抱える
利用者がチャット
ボットによる質問に
対して文字や音声で
回答し、紛争の実情
等に応じた相談機関、
ＡＤＲ機関を提示

・３６５日、２４時間
体制のチャットボット
による相談受付・必要
な事実関係の聴取
・聴取結果を整理した
上、さらに要約

・紛争に関連する①法
令、②参考裁判例、③
同種事案の解決内容の
傾向を提示、④同種事
案の裁判結果の傾向提
示

・チャットのメッ
セージの入力内容
に含まれる不適切
な表現を指摘し、
送信不可にする
・不適切な表現の
修正案の提示

・（主にウェブ会
議において）利用
者と相談担当者又
は調停人との間の
期日等におけるや
り取りを自動的に
文字情報として記
録し、さらにそれ
を要約

・多言語に対応
したリアルタイ
ム音声翻訳・文
書翻訳
・障害を持つ方
への音声の文字
変換、文字の音
声変換

・画像の比較に
より、室内の汚
損箇所が経年劣
化等によるもの
か、美容整形前
後の変化等の有
無、広告に掲載
された物との同
一性等を判定等

・合意内容を音
声等で入力する
と、条項の形に
整えて合意書作
成
・作成した和解
合意書の形式、
条項漏れ等の
チェック

活用場面
課題等

・相談・ＡＤＲの前
（検討フェーズ）で
の活用
・相談からＡＤＲへ
の連携等の場面での
活用

・相談・ＡＤＲで活用
・複雑な事案等であっ
ても、調停人等が申立
ての概要を把握するた
めの活用が考えられる。
・比較的複雑でない事
案では、双方の主張事
実と争点の整理まで行
うことが考えられる。
・必要な事項の聴取漏
れがあり得るため、相
談担当者・調停人によ
る事実聴取は別途必要
（補助的な位置付け）

・相談・ＡＤＲで活用
・事実整理後に①～③
（④）を表示
・③の基礎となる個別
事案の解決内容は、法
的妥当性のみが考慮さ
れた結果とは限らない
ことに留意する必要が
ある。
・ＡＤＲでは、③は対
話促進型、④は裁断型
で需要があると考えら
れる。

・相談・ＡＤＲで
活用

・相談・ＡＤＲで
活用

・相談・ＡＤＲ
で活用

・賃貸物件の原
状回復に関する
紛争、美容整形
に関する紛争、
物の通信販売等
に関する紛争等
を対象とするＡ
ＤＲにおける調
停人の判断の補
助

・ＡＤＲにおけ
る和解条項案の
提示、和解成立
前の段階で活用

ＯＤＲにおけるＡＩの活用可能性（※１）

※１ 考え得る機能等を広く列挙したものであり、その実装の可否や在り方については、別途、制度（法令上の制限等を含む。）上、倫理上の
課題等（学習データの偏り、ハルシネーション等の課題も含む。）についての検討が必要である。

※２ これらの機能等は、調停人等による補助的な利用を想定したものであり、また、技術的には実装可能と考えられるものである。
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